
土づくりの重要性伝える動画を
YouTubeで公開（九州営農資材事業所）

ニッポンエールの新商品「こめカリッ」
5種類を発売（営業開発部、全国農協食品㈱）

AgVenture Labが
「JA Innovator′s Boot Camp」
成果発表・表彰式を開催（経営企画部）

令和２年度 各事業の主な取り組み（最終回）
営業開発／輸出事業／総合エネルギー事業／
くらし支援事業／フードマーケット事業

ＪＡズームイン（三重: ＪＡ伊勢）

東北地方の飲食店やホテルで
「TOHOKU SALAD－とうほくサラダ－」
提供（全農東北プロジェクト）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ香川県さぬき旬彩館

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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「ザルビオ フィールドマネージャー」 4月からサービス開始2
面

（耕種資材部）
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プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
追
う
（１）

家
畜
衛
生
研
究
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
日
本
分
室
獣
医
師 
宮
野
安
奈
さ
ん（
広
報
・
調
査
部
）

6面

ニッポンエールの新商品、米粉で作ったかりんとうの「こめカリッ」
5種類（３面）

現場に出向き農場の状態を観察する家畜衛生研究所クリニック東日本分室獣医師
の宮野安奈さん（６面）

4-5 1 6別冊 令和３年度ＪＡ全農講習会日程

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

第４回和牛甲子園出品牛を地元の
復興マルシェで販売（宮城県本部）

Web
限定



News!

「ザルビオ フィールドマネージャー」 4月からサービス開始
オンラインセミナーも開催 耕種資材部

　
全
農
は
B
A
S
F 

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
社
と
4
月
1
日
か
ら
、

「
水
稲
」「
大
豆
」を
対
象
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
栽
培
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

「
ザ
ル
ビ
オ 

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。

　

ザ
ル
ビ
オ 

フ
ィ
ー
ル
ド
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
最
大
の
特
長

は
、
高
精
度
な
予
測
を
実
現
す

る
た
め
に
国
内
外
の
生
育
に
関

す
る
デ
ー
タ
と
学
術
論
文
の
文

献
デ
ー
タ
を
基
に
機
械
学
習
に

よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者
の
皆

さ
ま
の
栽
培
管
理
上
の
意
思
決

定
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
で

す
。営
農
管
理
支
援
シ

ス
テ
ム「
Ｚ
─
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」

と
デ
ー
タ
連
携
し
、Ｚ

─
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
利
用
者
は

面
倒
な
圃ほ
じ
ょ
う場
登
録
作

業
が
不
要
で
、速
や
か

に
営
農
の
全
体
状
況

を
精
密
か
つ
効
率
よ

く
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

4
月
1
日
13
時
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
栽
培
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム

「
ザ
ル
ビ
オ
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」と
生
産
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介

News!

土づくりの重要性を伝える動画をYouTubeで公開
漫画やチラシも作成して配布中 九州営農資材事業所

　
全
農
九
州
営
農
資
材
事
業
所
は
、産
地
振
興
や
農
家
手
取
り
最
大

化
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、土
づ
く
り
の
重
要
性
を
啓
発
す
る

土
づ
く
り
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
の
動
画
は
全
農
耕
種
資
材
部

の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
動
画
で
は
、
農
業
で
最
も
重

要
な「
土
づ
く
り
」の
大
切
さ

を
プ
ロ
の
生
産
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
農
業
現
場
の
生
の

声
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
地
力
向
上
に
よ
っ
て
、
さ
ら

な
る
農
産
物
の
品
質
と
収
量

ア
ッ
プ
を
目
指
す「
土
づ
く
り

運
動
」を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
九

州
営
農
資
材
事
業
所
で

は
土
づ
く
り
の
重
要
性

を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
材
を
リ
リ
ー
ス
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
土

づ
く
り
動
画
だ
け
で
な

く
、
啓
発
漫
画
や
啓
発

チ
ラ
シ
も
作
成
し
、
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
に

向
け
て
配
布
し
て
い
ま

す
。
土
づ
く
り
の
重
要

性
を
喚
起
す
る
た
め
、

土
づ
く
り
の
現
場
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

啓
発
動
画
で
は
、土
づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組
む
担
い
手

生
産
者
３
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た（
動
画
の一
場
面
）

啓発動画は
こちらで公開中

詳細と参加登録は
こちら
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News!

AgVenture Labが「JA Innovator′s Boot Camp」成果発表・表彰式を開催
各連の枠を超えたJAグループの新規事業案を提案 経営企画部

　

AgVenture Lab

が
令
和
2
年
10
月
末
か
ら
全
7
回
に
わ
た
っ

て
実
施
し
た
、
未
来
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
担
う
人
財
育
成
、
マ
イ

ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
、
系
統
間
の
連
携
強
化
を
目
指
す
取
り
組
み「JA 

Innovator's Boot Cam
p

（
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
）」の
成
果
発
表
・
表
彰
式
を
3
月
9
日
に
開
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

J
A
グ
ル
ー
プ
全
国
連
の
若

手
・
中
堅
職
員
32
人
は
、
外
部

講
師
に
よ
る
講
義
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
同
じ
課
題

意
識
を
共
有
し
た
参
加
職
員
が

各
連
混
成
の
8
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
各
連
役
員
と
全
国
農
協
青

年
組
織
協
議
会
の
田
中
圭
介
会

長
に
向
け
て
、
各
連
の
枠
を
超

え
た
J
A
グ
ル
ー
プ
の
新
規
事

業
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年
度
か

ら
始
ま
り
、
今
年
度
は
下
期
だ

け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

各
連
の
枠
を
超
え
た
J
A
グ
ル
ー
プ
の

新
規
事
業
案
を
提
案
し
た
皆
さ
ん

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子

News!

ニッポンエールの新商品「こめカリッ」5種類を発売
米粉でかりんとう、全国農協食品と共同開発 営業開発部、全国農協食品（株）

　
営
業
開
発
部
と
全
国
農
協
食
品
株
式
会
社
は
3
月
8
日
、共
同
開
発

し
た
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
の
新
商
品「
こ
め
カ
リ
ッ
」を
、全
国
の
ス
ー

パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
発
売
し
ま
し
た
。

　
こ
め
カ
リ
ッ
は
米
粉
を
使
用

し
た「
か
り
ん
と
う
」で
、国
産

農
産
物
の
素
材
を
フ
レ
ー
バ
ー

と
し
て
い
ま
す
。使
用
す
る
米
粉

は
、
米
粉
の
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
新
潟
県
産
米
で
、
平
成
29
年

に
業
務
提
携
し
た
木
徳
神
糧
株

式
会
社
の
新
潟
製
粉
工
場
で
製

粉
し
ま
し
た
。
油
を
吸
い
に
く

い
た
め
、さ
っ
ぱ
り
と
ヘ
ル
シ
ー

に
仕
上
が
っ
た「
か
り
ん
と
う
」

に
沖
縄
県
産
の
黒
糖
や
京
都
府

産
の
宇
治
抹
茶
な
ど
、
国
産
農

産
物
の
フ
レ
ー
バ
ー
を
添
加
し

ま
し
た
。
フ
レ
ー
バ
ー
に
は
黒

糖
、宇
治
抹
茶
の
ほ
か
、タ
マ
ネ

ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
南
高
梅
な
ど
、

米
粉
生
地
と
相
性
の
よ
い
素
材

を
厳
選
し
、５
種
類
そ
れ
ぞ
れ

に
風
味
豊
か
な
味
わ
い
が
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
後
も
営
業
開

発
部
と
全
国
農
協

食
品
は
加
工
食
品

の
共
同
開
発
を
進

め
、
国
産
農
畜
産

物
を
消
費
者
の
皆

さ
ま
に
お
届
け
す

る
と
と
も
に
、
国

内
農
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
め
カ
リ
ッ 

黒
糖

こ
め
カ
リ
ッ 

宇
治
抹
茶
塩

こ
め
カ
リ
ッ 

塩
に
ん
に
く

こ
め
カ
リ
ッ 

た
ま
ね
ぎ

こ
め
カ
リ
ッ 

南
高
梅

ニッポンエールの
サイトはこちら
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コロナ禍の中、ｅコマース・飲食店舗でさまざまな取り組み
フードマーケット事業部

　eコマース事業では、外食需要減などによる農畜
産物滞留を解消したい産地ニーズと、消費者側の旺
盛な巣ごもり需要をマッチングさせられるよう、県本

最終回　営業開発／輸出事業／総合エネルギー事業／
　くらし支援事業／フードマーケット事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み

「ニッポンエール」のブランディングと商品開発
営業開発部

　全農グループの商品のブランディングを進めるため、
昨年1月、新たな商品ブランドとして「ニッポンエール」
を商標登録しました。ニッポンエール商品は、生協や
量販店をはじめ、JR東日本のエキナカ店舗New Days
やファミリーマートなどのコンビニにも採用され、商品の
一つである「加賀野菜チップス」はセブン-イレブンの東
東京・北陸地区でヒット商品となっています。また、
海外でも商標登録を進め、中国、香港、シンガポール、
欧州連合（EU）では登録が完了。香港ではCity 
Superや香港MUJIで販売を始めています。台湾、韓国、
タイ、イギリスでも商標を出願中です。
　ニッポンエール商品は、「全農グループMD部会」に
おける令和2年度の商品開発数68品のうち59品を占
めており、今後は伊藤園と共同で「ニッポンエールプロ
ジェクト」を立ち上げ、商品売上の一部を産地に還元
することで産地貢献にも取り組みます。

全農グループ各海外拠点の機能発揮
輸出対策部

　コロナ禍でも、国産農畜産物の輸出拡大に向け、新
拠点設立や海外小売・卸等との業務提携を進めていま
す。大消費市場である中国に昨年8月、全農（上海）
貿易有限公司を新設し、将来の中国の輸入規制緩和
を見据え、外食・量販・卸等との事前協議を進めてい
ます。また、香港拠点では昨年11月、香港食品大手
の四洲集団有限公司と連携し、日本米炊飯センターを
稼働させ、プレミア感あるオフィス宅配弁当事業を開始
し、さらに学校給食での日本産米提供も視野に入れて
います。米国拠点では、外食需要の激減した和牛をe
コマース企業などを活用して販売拡大、前年実績を大
幅に上回る実績を確保しています。また、アジアを中心
にスピーディーな新規開店を進めるPPIH（ドンキ・ホー
テ）グループとは、全農グループ海外各拠点が連携し、
各店向け輸出量を急速に伸ばしています。
　新年度４月には、「第1回輸出事業委員会」を立ち上

げ、JAグループ一丸となった国産農畜産物のさらなる
輸出拡大に努めていきます。

部・各事業部と連携し野菜BOXの出品促進や発送
期間の短縮、行政支援策の活用などにより取扱額
拡大や廃棄回避に貢献することができました。
　もう一つの柱である飲食店舗事業運営では、感染
防止対策、メニュー更新、各種フェアの開催など、
このコロナ禍の中で国産農畜産物をできるだけ多くの
お客さまに食べていただけるよう、さまざまな工夫を
積み重ねています。さらに、令和2年5月には札幌、
6月には佐賀への出店、今年４月にはJR熊本駅、
JR博多駅の両ビル内への新規出店を進めるなど、
地域の農畜産物のおいしさを消費者へアピールし続
けていきます。

自家消費型太陽光発電設備でＰＰＡモデル実証
総合エネルギー部

　㈱エーコープ関東の協力の下、群馬県内ＪＡファーマーズ３店
舗に太陽光発電設備を設置（３月末完工）し、自家消費型太陽
光発電設備ＰＰＡモデル実証に取り組みました。当部が機器選定、
設備所有、維持費負担し、ＪＡファーマーズ店舗へ太陽光発電設
備で発電した再生可能エネルギー（再エネ）電力を販売します。
100％再エネである太陽光発電を発電場所でそのまま利用するた
め送電・変換ロスが少なく、地球温暖化ガス排出量削減効果が
より大きくなります。導入者に初期投資や維持費等の負担がない
ため、迅速に再エネ利用を拡大できる効果があります。実証モデ
ルには蓄電池システムも導入し効果を検証します。

農泊事業推進とファーマーズ型店舗の出店
くらし支援事業部

　地域活性課は令和元年度より農泊事業に取り組
んでいます。進めるポイントは①空き家を宿泊施設に
リノベーションし、組合員や地域JA（家主不在型）
が運営、②JA施設や農業体験と連携することでの地
域活性化、経済的効果の2点です。農林中央金庫、
㈱農協観光、（社）日本ファームステイ協会と連携し、
初心者でも事業が始められる環境を整えています。
令和３年度には運営モデル地域での事業開始を予定
している他、ポータルサイト「農泊net」で宿泊予約
ができるようになりました。
　店舗事業課は農産物直売所とＡコープ店舗を一
体化した「ファーマーズ型店舗」の出店を進めていま
す。本年度は群馬・長野・広島・佐賀で４店舗を

出店し、全国で32店舗展開しています。また、昨
年12月には「全国Ａコープ協同機構ＳＤＧｓ対応方針」
を策定しました。これまで以上に環境対策・社会貢
献に取り組み、農家組合員や消費者、取引先から
信頼されるお店づくりを進めます。

ニッポンエール商品

米国での食肉包装の様子

Ａコープファーマーズみやうち（広島）

屋根上部に太陽光発電設備を設置

みのるダイニング札幌ステラプレイス

※ＰＰＡ Power Purchase Agreementの略。発電設備を購入（またはリース）する
　のではなく、第三者が保有し電力需要家に売電する電力供給契約のこと。
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コロナ禍の中、ｅコマース・飲食店舗でさまざまな取り組み
フードマーケット事業部

　eコマース事業では、外食需要減などによる農畜
産物滞留を解消したい産地ニーズと、消費者側の旺
盛な巣ごもり需要をマッチングさせられるよう、県本

最終回　営業開発／輸出事業／総合エネルギー事業／
　くらし支援事業／フードマーケット事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み

「ニッポンエール」のブランディングと商品開発
営業開発部

　全農グループの商品のブランディングを進めるため、
昨年1月、新たな商品ブランドとして「ニッポンエール」
を商標登録しました。ニッポンエール商品は、生協や
量販店をはじめ、JR東日本のエキナカ店舗New Days
やファミリーマートなどのコンビニにも採用され、商品の
一つである「加賀野菜チップス」はセブン-イレブンの東
東京・北陸地区でヒット商品となっています。また、
海外でも商標登録を進め、中国、香港、シンガポール、
欧州連合（EU）では登録が完了。香港ではCity 
Superや香港MUJIで販売を始めています。台湾、韓国、
タイ、イギリスでも商標を出願中です。
　ニッポンエール商品は、「全農グループMD部会」に
おける令和2年度の商品開発数68品のうち59品を占
めており、今後は伊藤園と共同で「ニッポンエールプロ
ジェクト」を立ち上げ、商品売上の一部を産地に還元
することで産地貢献にも取り組みます。

全農グループ各海外拠点の機能発揮
輸出対策部

　コロナ禍でも、国産農畜産物の輸出拡大に向け、新
拠点設立や海外小売・卸等との業務提携を進めていま
す。大消費市場である中国に昨年8月、全農（上海）
貿易有限公司を新設し、将来の中国の輸入規制緩和
を見据え、外食・量販・卸等との事前協議を進めてい
ます。また、香港拠点では昨年11月、香港食品大手
の四洲集団有限公司と連携し、日本米炊飯センターを
稼働させ、プレミア感あるオフィス宅配弁当事業を開始
し、さらに学校給食での日本産米提供も視野に入れて
います。米国拠点では、外食需要の激減した和牛をe
コマース企業などを活用して販売拡大、前年実績を大
幅に上回る実績を確保しています。また、アジアを中心
にスピーディーな新規開店を進めるPPIH（ドンキ・ホー
テ）グループとは、全農グループ海外各拠点が連携し、
各店向け輸出量を急速に伸ばしています。
　新年度４月には、「第1回輸出事業委員会」を立ち上

げ、JAグループ一丸となった国産農畜産物のさらなる
輸出拡大に努めていきます。

部・各事業部と連携し野菜BOXの出品促進や発送
期間の短縮、行政支援策の活用などにより取扱額
拡大や廃棄回避に貢献することができました。
　もう一つの柱である飲食店舗事業運営では、感染
防止対策、メニュー更新、各種フェアの開催など、
このコロナ禍の中で国産農畜産物をできるだけ多くの
お客さまに食べていただけるよう、さまざまな工夫を
積み重ねています。さらに、令和2年5月には札幌、
6月には佐賀への出店、今年４月にはJR熊本駅、
JR博多駅の両ビル内への新規出店を進めるなど、
地域の農畜産物のおいしさを消費者へアピールし続
けていきます。

自家消費型太陽光発電設備でＰＰＡモデル実証
総合エネルギー部

　㈱エーコープ関東の協力の下、群馬県内ＪＡファーマーズ３店
舗に太陽光発電設備を設置（３月末完工）し、自家消費型太陽
光発電設備ＰＰＡモデル実証に取り組みました。当部が機器選定、
設備所有、維持費負担し、ＪＡファーマーズ店舗へ太陽光発電設
備で発電した再生可能エネルギー（再エネ）電力を販売します。
100％再エネである太陽光発電を発電場所でそのまま利用するた
め送電・変換ロスが少なく、地球温暖化ガス排出量削減効果が
より大きくなります。導入者に初期投資や維持費等の負担がない
ため、迅速に再エネ利用を拡大できる効果があります。実証モデ
ルには蓄電池システムも導入し効果を検証します。

農泊事業推進とファーマーズ型店舗の出店
くらし支援事業部

　地域活性課は令和元年度より農泊事業に取り組
んでいます。進めるポイントは①空き家を宿泊施設に
リノベーションし、組合員や地域JA（家主不在型）
が運営、②JA施設や農業体験と連携することでの地
域活性化、経済的効果の2点です。農林中央金庫、
㈱農協観光、（社）日本ファームステイ協会と連携し、
初心者でも事業が始められる環境を整えています。
令和３年度には運営モデル地域での事業開始を予定
している他、ポータルサイト「農泊net」で宿泊予約
ができるようになりました。
　店舗事業課は農産物直売所とＡコープ店舗を一
体化した「ファーマーズ型店舗」の出店を進めていま
す。本年度は群馬・長野・広島・佐賀で４店舗を

出店し、全国で32店舗展開しています。また、昨
年12月には「全国Ａコープ協同機構ＳＤＧｓ対応方針」
を策定しました。これまで以上に環境対策・社会貢
献に取り組み、農家組合員や消費者、取引先から
信頼されるお店づくりを進めます。

ニッポンエール商品

米国での食肉包装の様子

Ａコープファーマーズみやうち（広島）

屋根上部に太陽光発電設備を設置

みのるダイニング札幌ステラプレイス

※ＰＰＡ Power Purchase Agreementの略。発電設備を購入（またはリース）する
　のではなく、第三者が保有し電力需要家に売電する電力供給契約のこと。
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品
開
発
を
行
う
研
究
開
発
室
、
家
畜

や
畜
産
物
の
衛
生
検
査
を
行
う
ク
リ

ニッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
農
場
で
の
生
産
指
導

を
行
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
分
室
が
あ
り
ま

―
家
畜
衛
生
研
究
所
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　家
畜
の
予
防
衛
生
に
関
わ
る
部
署

で
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
技
術
・
商

す
。
分
室
は
北
海
道
・
岩
手
・
東
京
・

岡
山
・
福
岡
に
あ
り
、
私
は
東
日
本

分
室（
東
京
）に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

―
仕
事
の
主
な
内
容
は
？

　生
産
現
場
の
生
産
性
向
上
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
農

場
で
の
疾
病
対
策
に
携
わ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
J
A
や
地
域
別
飼
料
会
社
、

県
本
部
な
ど
の
J
A
グ
ル
ー
プ
関
係
者

か
ら
の
要
請
で
農
場
を
訪
問
し
、
農

場
で
の
病
気
の
状
態
や
衛
生
管
理
の
状

況
を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

て
検
査
を
提
案
し
ま
す
。
検
査
は
、

血
液
・
糞
便
・
鼻
汁
ス
ワ
ブ
な
ど
を

採
材
し
て
ク
リ
ニッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
検
査

を
依
頼
し
、
検
査
結
果
を
活
用
し
な

が
ら
、
農
場
の
状
況
に
応
じ
た
衛
生

対
策
の
提
案
を
行
って
い
き
ま
す
。
生

産
者
さ
ん
や
J
A
グ
ル
ー
プ
関
係
者
を

対
象
に
、
衛
生
に
関
す
る
勉
強
会
の

講
師
を
務
め
る
こ
と
も
あ
り
、
予
防

衛
生
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

―
予
防
衛
生
と
は
？

　例
え
ば
肉
牛
の
場
合
、
生
ま
れ
て

か
ら
食
肉
に
な
る
ま
で
30
カ
月
近
く
か

か
り
ま
す
。
人
間
も
動
物
も
子
ど
も

の
こ
ろ
は
体
力
も
な
い
し
、
免
疫
も
未

熟
で
弱
い
。
病
気
に
か
か
る
と
生
育
が

停
滞
し
た
り
、治
療
に
コス
ト
が
か
かっ

た
り
し
ま
す
し
、
何
よ
り
生
産
者
の

方
々
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
い

か
に
病
気
な
ど
に
か
か
ら
ず
に
育
て
る

か
。
以
前
に
比
べ
て
予
防
に
重
き
を
置

く
生
産
者
の
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

―
や
り
が
い
は
？

　こ
の
仕
事
は
何
か
対
策
を
行
え
ば

劇
的
に
改
善
す
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
農
家
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
、
小
さ
い
な
が
ら

も
成
果
が
出
た
と
い
う
話
を
聞
く
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ

ニッ
ク
分
室
は
全
国
に
あ
る
の
で
他
県

の
事
例
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
飼

料
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
同
じ
畜
産
生
産
部
に
あ
る
飼
料
畜

産
中
央
研
究
所
、
繁
殖
の
こ
と
な
ら

E
T
研
究
所
に
聞
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
専
門
機
関
が
連
携
し
て
総
合
的

に
対
応
で
き
る
J
A
グ
ル
ー
プ
の
強
み

の
一
員
で
い
る
こ
と
に
も
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

―
J
A
の
担
当
者
と
の
連
携
も

大
事
で
す
ね
。

　牛
の
場
合
は
J
A
の
担
当
者
を
通

じ
て
農
家
さ
ん
と
お
話
す
る
こ
と
も
多

い
で
す
。
日
々
生
産
現
場
を
巡
回
し
て

い
る
J
A
の
担
当
者
だ
か
ら
こ
そ
分
か

る
変
化
や
課
題
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る

と
、
よ
り
精
度
の
高
い
提
案
が
で
き
ま

す
。―

今
後
の
抱
負
は
？

　一
番
は
個
々
の
農
家
さ
ん
ご
と
の
解

決
策
を
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
、
全
体

的
な
レ
ベル
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
J
A

グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
総
合
力
を
生
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
各
農
場
の
課
題
に
つ
い
て
提

案
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
って

い
ま
す
。

家
畜
衛
生
研
究
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
日
本
分
室
獣
医
師
、宮
野
安
奈
さ
ん

　全
農
グ
ル
ー
プ
に
は
専
門
的
な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。
今
回
は
、
家
畜
衛
生
研
究
所

ク
リ
ニ
ッ
ク
東
日
本
分
室
の
獣
医
師
、
宮
野
安
奈
さ
ん
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   【
広
報
・
調
査
部
】

病
気
に
か
か
ら
ぬ
予
防
策
提
案関

係
機
関
と
連
携
し

農
場
で
疾
病
対
策

農
家
と
一
緒
に
取
り
組
み

現
れ
た
成
果
に
手
応
え

農
家
ご
と
に
解
決
策
を

提
案
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
追
う
（１）

ふ
ん 

べ
ん

現場に出向き農場の状態を観察する宮野さん
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ＪＡ伊勢
（三重県）

概要 令和２年３月３１日現在

正組合員数　　　　 　2万3086人
准組合員数　　　　 　2万3839人
職員数                       983人
販売品取扱高            70億5千万円
購買品取扱高          63億5千万円
貯金残高  　         4516億7千万円
長期共済保有高 1兆1553億4千万円
主な農産物　　　米、青ネギ、イチゴ、
　　　　　  花き、畜産、茶、温州ミカン

販
路
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ

農
産
物
輸
出
拡
大
に
も
取
り
組
む

た
。

　
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
獲
得
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、2
0
0
8

年
度
か
ら
検
疫
条
件
対
応
な
ど

の
準
備
を
開
始
し
、販
路
拡
大
と

国
内
で
の「
三
重
南
紀
み
か
ん
」

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
、知
名
度
向
上

に
よ
る
農
家
所
得
の
増
大
を
目

的
に
、2
0
1
0
年
か
ら
早
生
温

州
ミ
カ
ン
、2
0
1
2
年
か
ら
中

晩
か
ん「
不
知
火
」「
せ
と
か
」の

輸
出
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
輸
出
後
は
、役
職
員
ら
が
タ
イ

王
国
を
毎
年
訪
問
し
、バ
ン
コ
ク

市
に
あ
る
タ
イ
農
業
・
協
同
組

合
省
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
ほ

か
、量
販
店
で
現
地
の
買
い
物
客

ら
に「
三
重
南
紀
み
か
ん
」を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。そ
れ
ら
が
実
を
結

び
、輸
出
開
始
以
降
、順
調
に
輸

出
量
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、2
0
1
5
年
か
ら

の
恵
み
を
受
け
、
管
内
で
は
多

種
多
様
な
農
畜
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
三

重
南
紀
地
区（
旧
J
A
三
重
南

紀
）で
は
、ミ
カ
ン
の
国
内
販
売

の
低
迷
が
続
い
て
い
た
中
、タ
イ

王
国
が
2
0
0
7
年
に
日
本
産

か
ん
き
つ
の
輸
入
を
解
禁
し
た

こ
と
に
い
ち
早
く
着
目
し
ま
し

の
植
物
検
疫
官
に
よ
る
合
同
検

査
が
必
要
で
し
た
が
、2
0
2
0

年
5
月
か
ら
、年
に
一
度
の
タ
イ

検
疫
官
の
査
察
制
へ
と
条
件
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ワ
ッ
ク
ス
塗
布

作
業
を
効
率
化
す
る
装
置
を
導

入
し
ま
し
た
。今
後
は
、輸
出
認

定
園
地
の
広
域
化
と
輸
出
品
種

の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
販
路
の
拡
大

や
産
地
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ
う
と
、

管
内
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
イ
チ
ゴ
を
台
湾
へ
、
次
郎
柿

を
香
港
へ
試
験
的
に
輸
出
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
農
産
物
の
輸
出
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

輸出用のイチゴパック輸出用次郎柿（真空パック）

愛
知
県

和
歌
山
県

奈良県

三重県

　

Ｊ
Ａ
伊
勢
は
、２
０
１
９
年

４
月
に
合
併
し
、
伊
勢
市
・
鳥

羽
市
・
志
摩
市
・
尾
鷲
市
・
熊

野
市
・
玉
城
町
・
度
会
町
・
南

伊
勢
町
・
大
紀
町
・
紀
北
町
・

御
浜
町
・
紀
宝
町
の
広
大
な
エ

リ
ア
を
管
轄
と
し
て
い
ま
す
。

　
温
暖
な
気
候
と
肥ひ

沃よ
く

な
大
地

殺
菌
や
防
か
び
対
策
、2
0
1
8

年
以
降
は
ワ
ッ
ク
ス
処
理
や
残

留
農
薬
検
査
の
義
務
化
が
追
加

さ
れ
る
な
ど
の
新
た
な
検
疫
規

制
が
適
用
さ
れ
、
輸
出
量
は
一

時
、急
減
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
輸
送
ご
と
に
両
国

ミカン輸出検査

ミカンのワックス処理義務化を受け導
入したワックス塗布機

タ
イ
か
ん
き
つ
輸
入
解
禁
を
機
に

２
０
１
０
年
か
ら
輸
出
ス
タ
ー
ト

新
た
に
イ
チ
ゴ
、次
郎
柿
の

試
験
的
輸
出
開
始
、拡
大
へ
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JA香川県さぬき旬彩館

　瀬戸内の温暖な気候に育まれ、太陽の光をいっぱい浴
びた香川県オリジナル品種「さぬきひめ」は、「たくさんの人
にかわいがってもらいたい」との願いを込めて名付けられま
した。
　光沢のある果肉は柔らかな食感で、果実は大きく、やや
丸みを帯びたおむすび型。まるまるっとした愛らしい形は、
ひと口食べれば果汁があふれるほどジューシーです。甘さと
深みのある香りが口の中に広がります。
　自信を持ってお届けする「さぬきひめ」を、どうぞ皆さんで
お楽しみください。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

苺「さぬきひめ」2L 1kg……4180円（税込み）

休刊のお知らせ
3月29日号は休刊いたします。
次は4月5日号です。

※東北ＤＣとは…ＪＲグループと自治体・観光関係団体などが一体となった大型観光キャンペーンです。期間中、
さまざまなメニューを用意して、国内外からお越しの皆さまをお迎えします。

※ＴＯＨＯＫＵ  ＳＡＬＡＤとは…野菜、フルーツ、魚介類、肉など、東北産の食材をメインに使用したサラダです。

東北地方の飲食店やホテルで
「ＴＯＨＯＫＵ ＳＡＬＡＤ－とうほくサラダ－」提供

ＴＯＨＯＫＵ ＳＡＬＡＤ「みのりサラダ」
（エスパル仙台店）
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　とうほくサラダは、全農東北プロジェクトの青森県本部メンバーが提案し、
東北DCと連動することができました。東北の食材を通して東北の魅力をＰＲす
るとともに、東北の食材への理解促進と消費拡大を目指します。
　東北ＤＣ期間中、東北域内の各店がアイデアを凝らしたオリジナルメニュー
を提供しますので、ぜひ期間中に東北のおいしいサラダをお試しください。「グ
リルみのる」「みのりカフェ」（エスパル仙台店）では３月中から先行してプレキャ
ンペーンを始めています。

　全農東北プロジェクトは東北観光推進機構と連携し、東北の食材を使用した「ＴＯＨＯＫＵ ＳＡＬＡＤ」
を企画し、４～９月の「東北デスティネーションキャンペーン」（東北ＤＣ）期間中に、東北地方の飲食
店やホテルなどで統一コンセプトのオリジナルメニューを販売します。  　    【全農東北プロジェクト】

東北の食材の魅力を発信

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
　3月27日放送のプレゼントは、「ぎふの米『美濃ハツシモ』5kg（令和２
年度産）」です。
　岐阜の「ハツシモ」は、大粒で歯応えがしっかりとしたお米です。粘りは
少なめでサッパリとした食味が特長です。一年を通じて食味の低下が少
なく、白飯はもちろんのこと、すし飯としても高い評価を得ています。
　豊かな自然に恵まれた清流の国岐阜県で、生産者の方が丹精こめて
丁寧に育てたお米です。どうぞご賞味ください。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼントします。

【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは3月27日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

JAタウン
ショップ名 飛騨・美濃うまいもん広場

この商品はこちらからご購入いただけます。

※別途クール便代がかかります
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